
 

 

 

 

 

ボールペン等ではっきりとご記入ください。 

 

届出の内容についてお電話で確認をさせていただく場合がございますので、 

空欄部分（裏面でも結構です）に、日中に連絡のとれる電話番号をご記入ください。 

法人等の場合は、担当者の氏名もあわせてご記入ください。 

 

 

①届出内容の変更の時は、この□にレを入れ、４．の欄には変更後の内容についてご記入ください。 

（第 17 号様式の脚注の【注意事項】(3)） 

 

②地下水など水道水以外の水を利用する施設、建物等の名称をご記入ください。 

また、名称の後ろに水源の種別を括弧書きでご記入ください。 

（水源の種別の記入例：地下水、河川水、雨水、海水、工業用水道、下水再生水、温泉水、○○水の運搬等） 

 

③地下水等併用水道による給水開始年月日を記入してください。 

既設置でわからない場合は「昭和○年頃」等でも可です。 

使用者の変更、届出内容の変更などの場合は、変更後の内容による給水開始年月日をご記入ください。 

 

④計画使用水量に対応する施設の１日利用人数、居住人数をご記入ください。 

 

⑤計画使用水量に対応する時間、日数をご記入ください。 

（わからない場合、営業時間、営業日数等をもとにご記入ください。） 

 

⑥(2)､(3)について記入が難しい場合は空欄でご提出ください。 

後日、水道局から必要に応じてお尋ねいたします。（(1)は必ずご記入ください。詳細は次ページ⑩参照） 

 

⑦(1)～(3)において、イとウの数値が異なる場合の理由 

例）○○○は補給水利用しない、地下水等が利用できなくなれば営業を縮小する、等 

 

 

                             （次のページにつづく） 

 

 

 

「地下水等併用水道使用計画書兼誓約書の記入の仕方 

 



⑧計画使用水量について 

（１）年間計画使用水量 

ア.水道水補給水を受けない場合の水道水の使用水量 

「水道水補給水」とは、地下水等の水質悪化、枯渇等により利用できなくなる事態に備えて必要な水道水です。 

これらの事態を除く通常時の水道水の１年間の計画使用水量についてご記入ください。 

 

イ.「ア」＋地下水等の使用水量 

地下水等施設の日常管理にご使用のお手元資料などを参考にご記入ください。 

 

ウ.「ア」＋水道水補給水の使用水量 

上記イのうち、水道水補給水を必要とする計画使用水量をご記入ください。 

 

（２）、（３）について   

（２）は、２月ごとの期間で区切った年間６期の各期計画使用水量のうち、最大の期の計画使用水量をご記入ください。 

また、（３）については、１日単位での最大の計画使用水量をご記入ください。 

なお、前ページ⑧の説明のとおり、記入が難しい場合は空欄でご提出ください。後日、水道局から必要に応じてお尋ね 

いたします。 


